
昭和47年8月1日 No. 72 広報 たまかわ

••••••• 

．
 
．
 
．
 

戸
人
人
人
臨
~

ノヽ

414
辱

52669962.i

在

す
現

9

9

9

,

6

.

 ．
 
．
 
．
 

1

7

3

3

4

 

う
日1
.

 

．
 

畢

．
 
．
 

月
ょの
8

数

口

積

i

村

年

帯

男

女

"

図

世

人

面

一

．
 

●
●
璽

．．．．．．．．．．．．． 
冨
鷹

．．．．．．． 
纏
重
●
●
胃
鵬

．．．．．．．．．．．．．．．． 

9菫霧

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

・

・

．

菫

鑽

．
 

．
 

霧

．
 
．

．

 

竃

~
課
~

菖冨

．
 

嘗

~
郡
務
．
 

菖重

＂

行

川

総

＂

重

．
 

• 
．
 

i

●

石

場

5

県
役
~

~
集
＂

．
 

冒

島

村

・

．
 
．
 
．
 
．
 

i

耀

福

月

~
玉
~

櫨

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．

．

 

．

．

 

．．．．．．．． 
糞

．．．．．．．．． 

印刷所

須賀川市加治町69

働円谷印刷

プ
ー
ル

に

や
、
に

真
夏
の
太
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
暑
さ
の

な
か
で
、
八
月
一
日
午
前
九
時
か
ら
盛

大
に
泉
小
中
学
校
プ
ー
ル
開
き
が
行
な

わ
れ
た
。
玉
川
村
が
第
一
号
に
建
設
し

た
。
フ
ー
ル
と
あ
っ
て
、
児
童
生
徒
や
父

兄
た
ち
も
早
く
か
ら
プ
ー
ル
の
完
成
を

首
を
な
が
く
し
て
待
ち
望
ん
で
い
た
。

こ
の
。
フ
ー
ル
は
、
中
学
生
用
は
長
さ

が
二
十
五
米
、
巾
十
五
米
の
七
コ
ー
ス

と
、
小
学
生
用
は
長
さ
十
五
米
、
巾
十

米
の
二
つ
を
併
置
し
た
近
代
的
設
備
を

誇
る
立
派
な
プ
ー
ル
で
あ
る
。

プ
ー
ル
開
き
に
は
、
泉
地
区
小
中
学

校
児
童
生
徒
代
表
一
五

0
人
を
は
じ
め

小
針
村
長
、
矢
吹
教
育
長
ら
来
賓
と
建

設
関
係
者
な
ど
あ
わ
せ
て
二
百
人
が
出

席
、
小
針
村
長
、
小
針
議
長
、
佐
久
間

泉
中
P
T
A
会
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
学

校
を
代
表
し
草
野
泉
中
学
校
長
の
謝
辞

と
児
童
生
徒
代
表
玉
川
一
小
六
年
小
林

正
徳
君
が
「
み
ん
な
の
願
い
で
あ
っ
た

プ
ー
ル
を
造
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
思
う
存
分
泳
ぎ
元
気
な
か
ら
だ
に
鍛

え
ま
す
。
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
あ
と
、
プ
ー
ル
前
に
は
ら
れ
た
紅
白

の
テ
ー
。
フ
に
、
小
針
村
長
、
矢
吹
教
育

長
、
川
辺
小
、
泉
中
の
児
童
生
徒
代
表

ら
が
ハ
サ
ミ
を
入
れ
た
。

こ
の
あ
と
県
立
白
河
高
校
水
泳
選
手

五
名
に
よ
る
、
背
泳
、
平
泳
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
ク
ロ
ー
ル
な
ど
の
模
範
泳
法
と

水
泳
指
導
が
行
な
わ
れ
、
小
、
中
学
生

全
員
が
プ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
、
元
気

に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
初
泳
ぎ
を
楽
し

ん
だ
。

二
五
日

二
七
日

ク二

0
日

1/ 中

旬

上

旬
十

日
四

日

館）
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月
の
行
事
予
定
表
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農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

G

産

業

課

）

第
八
回
農
業
委
員
会

9

く

（

農

業

委

員

会

）

民
生
委
員
協
議
会（

住

民

課

）

仔
牛
生
産
検
査
（

産

業

課

）

決

算

監

査

（

総

務

課

）

教
育
委
員
会
（
教
育
委
員
会
）

第
九
回
農
業
委
員
会
（
農
業
委
員
会
）

村
民
税
第
二
期
納
期
限

部
落
対
抗
野
球
大
会
（

公

民
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任
期
満
了
に
伴
う
村
農
業
委
員

の
選
挙
の
告
示
は
七
月
七
日
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
候
補
者
の
届
出
は

定
数
を
越
え
な
か
っ
た
の
で
、
選

挙
は
行
わ
な
い
で
当
選
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
選
任
に
よ
る
委

員
五
名
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
七
月
二
十

四
日
第
一
回
の
委
員
会
を
開
催
し

た
結
果
、
会
長
に
小
針
千
代
之
助

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の

名
簿
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
公
選
委
員

氏

名

年

令

部

落

名

大

和

田

重

正

61

川

辺

野

崎

進

50

ク

関

根

貞

夫

50

小

行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
を
促
進

し
、
行
政
の
民
主
的
な
運
営
改
善

を
は
か
る
た
め
、
行
政
管
理
庁
長
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ヽ
願りの 重点村のに い推
いま私し責興執賑浴昨てせ農 A 
たしでかをは行興し年会ん業 'A 
してごし引考部にま四長を委
ま° ざな受えとつし月にう員 長を
す職いがけら一いた村選けの ~~、

° 務まらたれ体てが民任農任 月沈
をす‘わなとは‘多さ業期
完の農けいな‘私数れ委滴 イ壬
うで業でもり農ののま員了
し‘委ごの‘民村支し tこに (J) 
た村員ざと緊の長持た就よ 一‘‘
い民会い信密代とを° 任る '-
と各のまじな表しう し改小
存位運す‘連機てけ 七選
じの営° あ繋関のま 月に金t

あ
まおに えがで重し 二伴 し‘
す協つ てなあ点て 四し、千
の力し、 農ける施村 日ま代さ i
で‘て 業れ農策長 のし
、おは 委ぽ業でに 委て ? 自
宜援‘ 員村委あ就 員ヽ之 ： 

し誓喜 喜ヽ塁富喜 喜9且ヵ l 
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号一1111111-1111111―111111,-1111111―1111111-1111111-」

高

官
か
ら
市
町
村
長
の
推
せ
ん
を
う

け
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

村
の
重
点
施
策
の
―
つ
で

す
°
行
政
相
談
委
員
の
業
務
は
、

福
島
行
政
監
察
局
が
行
な
っ
て
ぃ

§
あ
る
須
釜
小
学
校
の
改
築
工

る
行
政
相
談
業
務
の
現
地
の
窓
口
事
（
一
期
）
を
計
画
し
て
お

と
し
て
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
り
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
四

困
っ
て
い
る
こ
と
、
糾
得
が
い
か
日
に
指
名
競
争
入
札
を
行
い

な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
等
に
矢
吹
町
の
高
田
工
業
株
式
会

社
に
落
札
決
定
し
七
月
一
日

つ
い
て
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決

よ
り
工
事
に
着
工
致
し
ま
し

を
つ
け
る
こ
と
が
主
な
役
目
と
し

て

い

ま

す

。

た

。

そ

の

概

要

は

次

の

通

り

で
す
。

行
政
相
談
を
受
付
け
る
範
囲

は
、
国
の
行
政
機
関
や
政
府
関
係
敷
地
面
禎
三
五
、
一
九
二
而

機
関
（
公
社
、
公
庫
、
公
団
等
）

の

行

な

っ

て

い

る

業

務

の

ほ

か

、

構

造

鉄

筋

コ

ソ

ク

リ

県

、

市

町

村

が

行

な

っ

て

い

る

国

ー

ト

ニ

階

建

の

委

任

や

、

補

助

に

か

か

る

業

務

面

積

一

、

二

八

七

而

と

な

っ

て

い

ま

す

。

工

事

金

額

五

、

四

八

0
万
円

工
事
期
間

し
た
が
っ
て
民
事
関
係
の
問
題

や

、

警

察

で

扱

っ

て

い

る

刑

事

々

自

4

7

年

7
月
1
日

件

を

除

け

ぽ

、

大

て

い

の

場

合

は

至

48
年
2
月
28
日

行
政
相
談
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
写
真
は
須
釜
小
学
校

行
政
相
談
に
関
す
る
費
用
は
、
建
築
地
鎮
祭
）

須
釜
小
学
校
建
築
に
殖
手

1

ー9
ー
ー
ー
，
ィ
‘

,

‘

r

ヽヽ
1

行
政
相
談
委

.、
大草野小大鈴大小佐

和野口貫越木竹針藤
田
＿林庄直藤重美武

夫次一人幸義重夫忠

55 48 47 57 44 56 47 48 55 

吉ク北ク南竜岩中ク

須須法

釜 釜崎寺

新
し
い
農
業
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

渡

辺

金0
選
任
委
員

氏

名

年

令

推

薦

母

体

橋

本

義

明

48

泉

農

協

鈴

木

三

郎

62

須
釜
農
協

溝

井

忠

一

58

共
済
組
合

小
針
千
代
之
助

44

村

議

会

小
針
保
―
―

-
4
6

ク

〇

役

職

名

会

長

小

針

千

代

之

助

会

長

代

理

小

針

保

―

―

―

9,

，

野

口

庄

一

ク県
農
業
会
議
員
小
針
千
代
之
助

52 

四
辻
新
田

一
，
切
無
料
で
す
。
行
政
相
談
委
員

は
秘
密
を
守
り
、
親
身
に
な
っ
て

お
世
話
し
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
ぉ

気
軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
行

政
相
談
委
員
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

く
わ
し
く
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す。
行

政

相

談

委

員

大

木

吉

丸

住
所
玉
川
村
大
字
南
須
釜
字

六
反
田
五
一

電

話

川

辺

六

二

番

w

竜
崎
消
防

＂
団
で
は
、
こ

ス
[
ク
ロ
り
た
び
部
落

y
皿
公
民
館
改
築

ー
に
伴
な
い
火

〗
の
見
や
ぐ
ら

ピ
〗

卜
了
ど
移
転
す
る

こ
と
に
な
り

七
月
二
十
日
須
賀
川

市
、
三
瓶
自
工
自
慢

の
二
十
ト
ソ
大
型
レ
ッ
カ
ー
車
に

よ
り
、
移
転
作
業
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
約
十
七
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
鉄
骨
の
火
の
見
や
ぐ
ら
が
軽
々

と
つ
り
上
げ
ら
れ
ァ
ッ
と
い
う
間

に
無
事
移
転
が
完
了
し
て
し
ま
い

．
 

役
場
職
員
に
次
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
（
）
は
旧
任

建
設
課
、
水
道
係
長
（
企
画
室
、

企

画

係

長

）

角

田

文

弥

新

採

用

務

課

佐

藤

恵

美

子

溝

井

淑

子

塩

沢

千

枝

子

草

野

正

博

小

針

敬

人

個
人
事
業
税
第
一
期
分
納
期
限

は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

゜
ぅ

郡
山
県
税
事
務
所

よ
り
お
知
ら
せ

犬はつないで

おきましよう

産建住ク総

業設民

課課課

人

事

異

動

つ
り
上
げ
ら
れ
た
火
の
見
や
ぐ
ら

見
物
人
達
は
機
械
の
力
は
大
し
た

も
ん
だ
と
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。
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▼

手

続

は お
ど
し
、

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、

察
庁
に
訴
え
た
が
、

3

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
ど
う
も
な
っ
と
く
で
き
な

い
。
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
、
そ
う
い
う
方

の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
る
の

で
す
。み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
も
、
検

察
審
査
会
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
の

に
、
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
て

い
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
う

い
う
人
に
も
こ
の
制
度
の
あ
る
こ

ょ
う
。

不

起

訴

処

分

っ

た

犯
罪
の
公
訴
時
効
が
完
成
す
る

ま
で
は
、
何
時
で
も
申
立
て
ら

申
立
て
は
検
察
審
査

＞
い
つ
ど
こ
へ

▼
誰
が
申
立
て
る
か

審
査
の
申

沢
及
び
東
野
、

に
及
び
、
西
如

に
至
る
東
西
須
賀
川
市
よ
り
に
帯

葉
た
ば
こ
、

大
ひ
ょ
う

和
久
、
一
部
2
東
部
地
域
に
つ
い
て
は
、

は
な
か
っ
た
。
作
物
別
で
は
特
に

夏
秋
ネ
ッ
ト
胡
瓜
、

ト
マ
ト
、

大
き
く
、

こ
。
こ

,
｝

i
 
は
一
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
ニ

―
―
―
ヘ
ク
タ
ー
ー
ル

し
千
二
百

に
及
ん
だ
。

④
水
稲
に
つ
い
て

不
偏
的
に
被
害
が
あ
り
、
二

0
へ

ク
タ
ー
ル
の

害
を
受
け
、

金、な
く
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な

い
か
ど
う
か
、
も
う
一

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ン
プ
操
法
大
会

一
日
（
水
）
石
川
町
、
ラ
ン

ド
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
村
か
ら
出
場
さ
れ
た
自
動
車

の
部
小
高
分
団
、
可
搬
の
部
北
須

釜
分
団
の
選
手
達
は
朝
か
ら
の
雨

で
悪
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か
か

わ
ら
ず
き
び
／
＼

露
し
た
結
果
、

の
部
に
出
場
し
た
北

、
お
し
く
も
小
差
で

し
た
。
両
分
団
の
選
手

の
皆
さ
ん
、
日
頃

様
で
し
た
。

れ
な
い
方
の
た
め
に
、
保
険
料
の

勝
す
る

う
り
な
と
に
被
害
総
額

六
千
二
百
万
円

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

く
わ
し
く

年
金
係
に
お

さ
い
。

あ
な
た
は
国
民
年
金

保
険
料
は
め
ま
し
た
か

ピ
ー
ス
、

し
た
。 以

上
の
よ
う
な
状
況
で
、
特
に

害
が
ひ
ど
か
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
葉
た
ば
こ
、
胡
瓜
、
ト
マ
ト

え
ん
げ
ん
類
、
馬
令
薯
、
果
樹
類

水
稲
、
桑
等
で
総
被
害
面
積
は
一

0
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
被
害

八
十
五
万
二
千
円
に
達

＞

費

用

は

検
察
審
査
会
の
制
度

▽
検
察
審
査
会
は

部
大
日
向
、
上
下
境
沢
、
上
下

古

辺

田

、

上

代

、

和

久

、

は
、
上
代
、
の
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わ
が
国
の
工
業
の
発
展
に
伴
っ

て
、
そ
の
経
済
力
は
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
ま
で
伸
び
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
公
害
と
云

う
人
関
の
生
活
環
境
を
脅
す
現
象

が
発
生
し
、
そ
れ
が
都
市
か
ら
農

村
へ
と
拡
大
さ
れ
て
来
て
参
り
ま

し
た
。政
府
は
昭
和
四
十
二
年
に
公
害

対
策
基
本
法
を
制
定
し
、
公
害
の

防
止
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
、
国
民
の
健
康
を

保
護
す
る
と
共
に
生
活
現
境
を
保

全
す
る
こ
と
A

し
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
に
全
国
の
公

害
苦
情
処
理
件
数
は
二
‘
―
―
-
＝
―
六

件
で
、
そ
の
中
工
場
公
害
一
、

0

0
三
件
、
家
畜
公
害
四
四
三
件
、

清
掃
公
害
三
六

0
件
そ
の
他
二
八

七
件
と
な
っ
て
お
り
工
場
に
よ
る

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
、

振
動
が
公
害
の
中
四
三
形
と
そ
の

大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

わ
が
村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
対

策
と
し
て
玉
川
村
公
害
対
策
条
例

を
設
定
し
住
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
事
業
者

及
び
住
民
の
公
害
防
止
に
関
す
る

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

公
害
防
止
に
関
す
る
村
の
施
策
の

基
本
と
な
る
事
頃
を
日
的
と
し
、

六
月
定
例
村
議
会
に
提
案
し
承
認

が
あ
っ
た
の
で
公
布
し
、
国
の
公

害
対
策
諸
法
令
の
実
施
に
更
に
肉

づ
け
を
行
い
、
公
害
防
止
の
万
全

東
福
寺
舎
利
塔
及
び

合
龍
内
如
来
像

大
字
南
須
釜
字
根
捐

五

輪

塔

大
字
南
須
釜
字
根
捐

宝

正

坊

大
字
南
須
釜
字
滝
作

宝

態

印

塔

大
字
北
須
釜
字
竹
の
花

代
、
元
久
二
年
(
―
二

0
五
）
の

銘
が
あ
る
。

を
期
す
る
こ
と
4

な
っ
た
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
当
っ
て
は

事
業
者
は
勿
論
、
村
と
住
民
の
―
―
―

者
が
一
体
と
な
っ
て
公
害
の
防
止

に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ

と
思
い
ま
す
。
農
家
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
家
畜
の
糞
尿
に
し
て
も
、

村
全
般
か
ら
す
れ
ば
何
千
頭
と
い

う
大
醤
と
な
り
ま
す
。
例
へ
ば
成

豚
一
頭
に
し
て
も
人
間
の
約
十
倍

（六

Icy)

の
糞
尿
が
排
泄
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
処
理
を
怠
る
と
大

き
な
公
害
と
な
っ
て
参
り
ま
す
の

須釜の文化財

で
、
お
互
に
注
意
し
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

六
月
号
の
「
広
報
た
ま
か
わ
」

に
、
豚
の
臭
気
に
つ
い
て
の
苦
情

が
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
苦
情
は
相
当
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
苦
情

に
つ
い
て
も
村
で
処
理
す
る
こ
と

に
な
っ
で
お
り
ま
す
の
で
、
申
出

て
下
さ
い
。
叉
村
に
お
い
て
は
公

害
の
対
策
の
た
め
、
公
害
対
策
審

議
会
を
設
置
し
て
重
要
な
こ
と
に

つ
い
て
は
審
議
を
い
た
し
ま
す
。

重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
住
む
村
を
わ
れ
わ
れ

の
力
に
よ
っ
て
公
害
の
な
い
、
住

み
よ
い
村
を
保
全
す
る
こ
と
に
お

互
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

五
輪
塔
は
墓
碑
の
中
で
も
最
も

古
く
高
貴
な
人
の
供
養
の
た
め
建

て
ら
れ
た
墓
標
で
は
少
な
い
。

五
輪
は
上
か
ら
空
、
風
、
火
、

水
、
地
、
…
…
と
い
え
、
本
村
で

も
こ
の
よ
う
に
現
形
を
保
っ
て
い

る
も
の
は
極
く
僅
か
。
碑
名
寛
文

八
年
(
-
六
六
八
）
と
あ
る
。
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m-
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のそ
一一

昭
和
十
年
六
月
七
日
、
文
部
省

告
示
―
二
五
号
国
史
跡
指
定

総
高
一
メ
ー
ト
ル
八
八
セ
ソ
チ

み
ろ
く
し
よ
う
f
)

周
囲
に
弥
勤
浄
土
の
四
十
九
院
の

銘
が
あ
る
。

合
龍
内
大
日
如
来
背
面
に
宥
元

供
養
塔
の
一
種
で
あ
り
、
本
村

で
は
唯
一
で
あ
る
。
銘
は
、
享
保

十
一
年
（
一
七
二
六
）
で
あ
る
。

十
三
夜
、
十
七
夜
、
二
十
二
夜

二
十
三
夜
、
二
十
八
夜
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
の
夜
に
集
ま
る
メ
ソ
バ

ー
も
異
っ
て
い
た
。
月
の
出
を
待

ち
な
が
ら
談
笑
し
、
と
ぎ
に
は
経

を
誦
し
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ

て
、
話
し
合
わ
れ
た
事
だ
ろ
う
。

ノヽ．
 

ノヽ

（
 

．
 

（
 

中
央
に
本
尊
薬
師
如
来
を
祀

る
。
本
尊
の
両
側
に
僧
空
海
（
弘

法
大
師
）
の
御
作
と
い
わ
れ
る
日

光
菩
薩
及
び
月
光
菩
薩
を
い
た
だ

き
、
春
日
の
御
作
に
な
る
十
二
神

将
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

中
野
太
寺
中
木
薬
師

（
日
本
三
薬
師
の
一
っ
）
堂
内

大
字
南
須
釜
字
根
据

十

三

夜

塔

大
字
吉
字
上
ノ
前

こ
の
地
に
末
松
山
宝
正
寺
が
あ

っ
た
。
宝
永
五
年
（
一
七

0
八）

時
の
住
僧
竜
頓
は
、
火
災
を
起
こ

し
全
焼
し
た
。
こ
の
時
、
竜
頓
僧

は
焼
け
、
裸
体
と
な
っ
て
逃
げ
畑

中
で
偽
死
し
た
。

後
こ
こ
を
裸
体
坊
と
い
い
、
母

畑
の
人
、
こ
こ
に
僧
の
た
め
石
地

蔵
を
建
て
た
。

玉
川
村
公
民
館
主
催
の
村
民
ソ
九
日
、
泉
中
校
庭
、
玉
川
一
小
校
準
決
勝

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
去
る
七
月
庭
で
開
催
さ
れ
、
中
チ
ー
ム
が
昨
中

1
5
|ー

,
4
南
須
釜

中
チ
ー
ム
連
続
優
勝

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

公
害
の
な
い
村
づ

力
い
た
し
ま
し

ょ

年
に
引
続
き
連
続
優
勝
を
か
ざ
り

ま
し
た
。

今
大
会
の
チ
ー
ム
編
成
は
、
四

十
才
以
上
の
男
子
と
、
二
十
才
以

上
の
女
子
が
、
お
の
お
の
一
名
以

上
必
ず
出
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
っ
て
、
珍
。
フ
レ
ー
も
続
出

そ
の
た
び
に
観
衆
か
ら
か
っ
さ
い

が
送
ら
れ
る
な
ど
、
終
始
な
ご
や

か
な
試
合
運
び
で
、
成
績
は
次
の

と
お
り
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

岩
法
寺

4
_
|
3
川

辺

中

21ー
ー

2

吉

南
須
釜
5

ー
—

4

竜
崎

小

高

1
2
|
|
2
蒜

生

岩
法
寺

6
ー

ー

2

山
小
屋

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

（
十
一
基
）
新
設
さ
れ
る

村
の
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

夏
の
交
通
事
故
防
止
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
こ
の
程
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
ニ
面
鏡
三
ヶ
、
一
面
鏡
八
ヶ

と
、
補
助
標
識
の
通
学
路
十
一
本

除
行
五
本
を
購
入
し
、
安
全
協
会

の
協
力
を
得
て
新
設
い
た
し
ま
し

こ
。
キー

右
川
警
察
署
で
は
八
月
中
「
家

出
人
な
ど
を
さ
が
す
相
談
所
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
さ
が

し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
り
ま
せ
ん
か

家
出
人
な
と
は

写
真
は
商
工
会
前
に
新
設
さ

れ
た
二
面
鏡

決
中小

高

1
0
|
|
9
岩
法
寺

勝

'

7
ー

ー

ー

0

、

高
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七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
夏
の
支
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
左
記
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

一

、

目

的

こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
見

地
か
ら
例
年
交
通
事
故
が
多
発
す

る
夏
季
を
と
ら
い
、
運
転
者
の
安

全
運
転
の
励
行
と
、
こ
ど
も
お
よ

び
老
人
の
交
通
安
全
の
確
保
を
目

標
に
、
関
係
機
関
、
団
体
が
一
体

と
な
り
、
県
民
す
べ
て
の
自
覚
と

実
践
に
よ
っ
て
交
通
事
故
防
止
の

県
民
運
動
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

二

、

期

間

七
月
二
十
一
日
（
金
、
か
ら

八
月
―
―
-
+
―
日
（
木
）
ま
で

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

無
謀
運
転
を
追
放
し
よ
う

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
重
点
目
標
に

①
安
全
運
転
の
励
行

②
こ
ど
も
と
老
人
の
安
全
確

保
の
二
点
と
し
、
推
進
事
項
と

し
て
は
、
交
通
安
全
運
動
の

マ
ソ
ネ
リ
化
の
現
状
を
打
開

し
よ
う
と
、
実
践
可
能
か
つ

効
果
の
あ
が
る
事
項
を
選
択

し
、
積
極
的
に
推
進
し
よ
う

四
、
安
全
運
転
の
励

行
で
は

①
会
社
、
事
業
所
の
運
行
車
両
の

安
全
速
度
の
励
行

②
初
心
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
安

全
運
転
特
別
諧
習

③
無
謀
な
運
転
に
対
す
る
監
視
通

報
の
強
化

④
レ
ジ
ャ
ー
等
に
伴
な
う
安
全
運

転
の
確
保

⑮
街
頭
指
嘩
取
締
り
の
強
化

⑥
踏
切
事
故
防
止
の
徹
底

⑦
夜
間
の
自
転
車
乗
り
に
対
す
る

安
全
措
置
の
推
進

と

プ
ー
ル
開
き
が
行
な
わ
れ
、
元

気
な
子
供
た
ち
の
水
し
ぶ
き
が
プ

ー
ル
狭
し
と
立
ち
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。だ
が
安
全
な
筈
の
プ
ー
ル
で
も

事
故
は
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
児

童
生
徒
は
も
と
よ
り
、
父
兄
及
び

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
も
充
分
ご

注
意
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
注
意
事

項
は
あ
り
ま
す
が
、
特
に
次
の
事

項
を
守
っ
て
載
き
た
い
と
関
係
学

校
で
申
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
利
用
対
策
は
原
則
と
し
て
児
童

生
徒
だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す

口
利
用
児
童
生
徒
は
健
康
診
断
を

行
な
い
水
泳
許
可
証
を
与
え
ら

れ
た
者
と
す
る
（
伝
染
病
予
防
）

曰
プ
ー
ル
に
入
る
時
は
男
子
は
水

泳
パ
ン
ツ
と
ぽ
う
し
、
女
子
は

水
着
と
ぽ
う
し
を
着
け
タ
オ
ル

は
忘
れ
な
い
で
持
っ
て
く
る
こ

と。

四
一
日
の
う
ち
プ
ー
ル
に
入
る
の

は
午
前
と
午
後
の
ど
ち
ら
か
一

回
と
す
る
こ
と
。

国
プ
ー
ル
に
来
る
時
は
遊
泳
に
必

要
な
も
の
以
外
は
持
っ
て
こ
な

い
こ
と
。
（
盗
難
防
止
）

因
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
必
ず
、

入
水
順
序
そ
の
他
守
る
べ
き
事

項
を
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で

よ
く
読
ん
で
か
ら

入
る
こ
と
。

い
こ
の
プ
ー
ル
は
泉

地
区
小
、
中
学
生

の
教
育
課
程
の
一

環
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
一
般

の
方
の
利
用
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
青
年
団

が
競
技
等
の
た
め

使
用
す
る
場
合
は

別
途
考
慮
し
ま
す
。

尚
、
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
は
、

八
月
一
日
か
ら
九
月
十
日
頃
ま
で

の
予
定
で
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら

ー
。
フ
ー
ル
の
利
用
注
意
を
一

l

よ
く
守
り
ま
し
ょ
ぅ
ー

五
、
こ
と
も
と
老
人
の

安
全
確
保
で
は

い
夏
休
み
前
の
交
通
安
全
教
育
の

徹
底

②
家
庭
に
お
け
る
安
全
教
育
の
推

進
③
幼
児
母
親
の
交
通
教
室
の
開
設

⑥
街
頭
に
お
け
る
愛
の
一
声
運
動

の
推
進

⑥
夜
間
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全

確
保

こ
の
運
動
期
間
中
は
暑
さ
に
よ

る
疲
労
か
ら
居
眠
り
な
ど
の
過
労

運
転
が
多
く
、
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー

や
お
盆
の
募
参
、
帰
省
時
に
お
け

る
交
通
事
故
が
例
年
多
発
す
る
時

期
で
あ
り
ま
す
の
で
、
未
然
に
防

止
し
た
い
も
の
で
す
。

又
、
こ
の
期
間
、
は
夏
休
み
中

で
子
供
達
も
気
が
ゆ
る
み
が
ち
に

な
り
ま
す
か
ら
、
家
庭
に
お
け
る

安
全
教
育
を
特
に
お
願
い
い
た
し

Ir-
：ー・こ：――
u-E
一鬱ー：ーニーニこ――_-――――璽――
1

1

1

1

1

1
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④
老
人
家
庭
に
対
す
る
交
通
安
全

診
断

⑧
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
指
導
啓
も

ぅ
⑨
家
庭
の
主
婦
に
よ
る
カ
ギ
保
管

運
動

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
/
ぐ
る
み
運
動
は
じ
ま
る

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
と
し
、
水

温
二
十
一
度
C
、
気
湿
二
十
六
度

C
以
上
の
晴
天
の
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

親
が
ま
ず

手
本
を
示
そ
う

正
し
い
横
断

以上のような推進事項とな

っております。

C 

負死件七負死件/村内―、 ハ...L.. 

傷 月傷 iこ月

者者数の者者数おの
事卜｝事

故件 噂る
五〇五 数 ―0ー弗事芭 数
人人件 人人件

ま
す
。
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最
近
各
地

で
踏
切
事
故

が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

水
郡
線
に

お
い
て
も
今

年
に
入
っ
て

か
ら
す
で
に
数
件
発

生
し
、
こ
の
種
事
故

は
、
年
々
大
型
化
し

て
お
り
、
踏
切
事
故

の
九
十
九
パ
ー
セ
ン

ト
は
通
行
者
の
不
注

意
に
よ
っ
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

特
に
警
報
無
視
、

一
旦
停
止
の
怠
り
、

と
い
っ
た
運
転
マ
ナ
ー
の
欠
如
に

よ
る
事
故
で
、
誠
に
悲
惨
な
も
の

で
あ
り
そ
の
社
会
的
影
響
も
大
で

あ
り
ま
す
。

最
近
は
事
故
に
対
す
る
感
覚
が

な
く
な
っ
た
た
め
か
、
あ
ま
り
に

も
命
を
粗
末
に
す
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
あ
と
に
残
さ
れ
る
家
族

踏切事故をなくそう
1111111111111111111 I 1111 l I I 111111111111111 i 1111111111111111 I I I I I I I 

ド`恨

の
こ
と
を
考
え
、
左
右
確
認
と
、

一
旦
停
止
を
必
ず
実
行
し
、
安
全

を
確
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

踏
切
で
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

一
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
た
ら
必
ず

止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

二
警
報
機
の
な
い
踏
切
は
、
必
ず

一
旦
停
止
し
、
列
車
の
来
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
渡
り
ま
し
ょ

゜
ぅ
三
踏
切
上
で
自
動
車
が
ニ
ソ
ス
ト

又
は
落
輪
し
た
時
は
、
列
車
の

来
る
方
向
に
走
り
、
発
煙
信
号

赤
旗
な
ど
を
振
っ
て
列
車
を
止

め
て
か
ら
、
付
近
の
人
の
協
力

を
求
め
て
自
動
車
を
取
除
い
て

下
さ
い
。

井 国
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恨`

ふふ

[

老

鶯

〗
黒
蝶
の
花
な
き
垣
を
は
な
れ
、
さ
る

皿

夕

焼

や

着

替

へ

て

か

へ

る

石

エ

な

り

血

自

転

卓

も

す

て

に

古

り

け

り

夏

帽

子

叫

血

青

羞

に

小

舟

の

水

路

分

れ

を

り

一

ア

カ

シ

ア

の

虻

の

あ

ま

た

や

夕

焼

雲

皿

石

山

の

若

葉

や

小

滝

か

、

り

け

り

111

鶯

の

池

の

ほ

と

り

に

滞

さ

寂

び

て

血

阿

武

隈

の

堤

や

郭

ハ

ム

は

る

か

に

す
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四
警
報
無
視
や
、
一
旦
停
止
を
怠

り
、
飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る
落

度
で
列
車
に
衝
突
し
、
損
害
を

一
受
付
期
間
八
月

月
十
四
日
ま
で

二

試

験

日

第

一

一
日
（
日
）

三
試
験
場
郡
山
市
な
ど
五
会

場
四
受
験
資
格

A
大
学
卒
業
ま
た

は
四
八
、
三
卒
業
見
込
者

B
学
瓶
を
問
わ
な
い

A

．
卜
と
も
昭
二

0
、
四
、
ニ

か
ら
昭
―
―

1
0、
四
、
一
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子

五
採
用
予
定
人
員

A
約――

1
0名

B
約
七

0
名
合
計
約
百
名

ほ
か
に
警
視
庁
・
神
奈
川
・
千

葉
・
埼
玉
・
静
岡
分
合
計
約
八

0
名

六
試
験
方
法
と
内
容

A
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ

い
て
択
一
式
筆
記
試
験
お
よ
び

課
題
論
文
（
四

0
0宇
詰
原
稿

用
紙
二
枚
程
度
）

B
 

日
か
ら
九

つ
い
て
択
一
式
筆
記
試
験
お
よ

び
課
題
作
文
（
四

0
0字
詰
原

稿
用
紙
一
枚
程
度
）

仕
か
に

A
.
B
と
も
身
体
検
査

七
受
験
手
続
受
験
申
込
用
紙
は

警
察
署
、
駐
在
所
で
交
付
し
ま

す
。
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に

郵
便
で
請
求
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
、

八
給
与
及
び
厚
生

。
初
任
給
―
―
一
六
、
二

0
0
C

高
校

卒
）
か
ら
四
五

‘
1
0
0
C

大

学
卒
）
ま
で
学
歴
に
応
じ
て
四

区
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
本
俸
の
ほ
か
に
期
未
・
勤
勉
・

寒
冷
地
手
当
そ
の
他
の
手
当
が

つ
き
ま
す
。

。
被
服
は
制
服
な
ど
の
ほ
か
に
く

つ
、
ワ
イ
ジ
ャ
ッ
な
ど
が
現
品

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
健
康
保
険
、
資
金
貸
付
（
結
婚

住
宅
等
）
物
資
の
あ
っ
せ
ん
、

厚
生
施
設
の
剌
用
が
あ
り
ま
寸

警
察
官
募
集
に
つ
い
て

賠
償
金
を
要

竜中

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名蔵

一

．
 
-
」
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

Il

••———-n.—•
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—-__———-
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n
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9

一

（
六
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

年

令

世

帯

主

名

続

柄

(81)

忠

一

父

(67)

光

義

妻

(63)

主

ナ

ヲ

の

夫

（
七
月
分
の
死
亡
屑
書
か
ら
）

(77)

信

勝

母

(

7

2

)

主

克

巳

の

父

(71)

鉄

養

父

品

57)

一

妹

(73)

直

父

(75)

金

母

九
共
同
試
験

千
葉
・
埼
玉
・

官
採
用
第
一
沙

察
官
採
用
第
一
次
試
験
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
共
同

試
験
で
第
一
、
第
二
、
志
望
県

の
第
一
次
試
験
を
受
験
し
た
こ

と
に
な
り
、
第
一
志
望
県
に
合

格
し
な
い
場
合
で
も
、
第
二
志

望
県
に
合
格
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

十
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
警
察

署
、
駐
在
所
に
問
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

吉ク南クク小

須

釜 高

部

落

小

高

南

須

釜

・‘
J
 ,‘
 

矢 小佐溝大首

久
部貫 井竹藤

.,,、直間
フ

ナ正ヨ勇吉ジ

浅ヨ

死
亡
者
氏
名

溝

井

保

草

ヮ
大

良

イ

与
え
た
と
き
は

求
さ
れ
ま
す
。

崎

佐小

藤針

r
じヅ
多

津

部

落

小

高

岩

法

寺

クク竜

崎

南

須

釜

北

須

釜

出

生

児

氏

名

添

田

陽

石

森

め

ぐ

倉

鎌

．

秀

草

野

浩

＾

上

野

久

塩

沢

よ

塩

沢

信

（
石
川
警
察
署
総
務
係
）

吉人 弥

続
柄

孫

み

長

志

メ

孫

志

七

ク

美

一

ク

こ

夫

―

―

―

子

夫

長

（
七
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

博

竹

次

郎

孫

江

喜

正

ク

｀
 

皆
な
さ
ん
、
き
び
し

い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
の
で
健
康
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

子
供
達
も
楽
し
い
夏

休
み
に
入
り
ま
し
た
が

水
の
事
故
や
、
交
通
事

故
が
多
い
時
期
で
す
の

で
、
こ
れ
ら
事
故
に
注
意
さ
れ
て

楽
し
い
夏
休
み
と
い
た
し
ま
し
ょ

。
ぅ

一清彦卜

女女 女
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交
通
違
反
の
罰
命
が
七
月
一
日
よ
り
一
挙
に
四

倍
に
な
り
飲
酒
運
転
な
ど
の
罰
金
が
最
高
二
十
万

円
と
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
し
た
J

酒
は
飲
み
方
に
よ
っ
て
楽
し
い
も
の
に
も
な
り

又
は
悲
し
い
も
の
に
も
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転

は
こ
の
悲
し
い
方
で
、
例
え
ば
罰
金
二
十
万
円
を

収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、
お
米
に
換
算
し

か
り
に
一
俵
八
千
五
百
円
に
し
ま
す
と
、
約
二
十

三
俵
と
二
斗
分
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
万
が
一
尊
い
命
を
失
っ
て
は
ど
う
し
よ

も
な
く
な
る
わ
け
で
、
飲
酒
運
転
は
ま
さ
に
「
酒

は
涙
か
た
め
息
か
」
の
ご
と
く
に
な
り
ま
す
か
ら

運
転
者
の
皆
な
さ
ん
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
考
え
て
見
て
は
如
何
で
し
よ
う
か
。

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
の
に
は

家
庭
に
お
け
る
安
全
教
育
が
大
切
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
に
入
り

ま
た
お
盆
を
ひ
か
え
、
次
の
事
頃
を

推
進
し
事
故
を
未
然
に
防
止
い
た
し

ま
し
よ
う
。

日
酒
飲
み
運
転
の
防
止

c

連
転
者
に
は
酒
は
だ
す
ま
い
、
飲

せ
ま
い
。

。
運
転
者
に
酒
を
だ
す
と
き
は
、
鍵

は
必
ら
ず
預
り
ま
し
ょ
う
。

。
運
転
者
は
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗

る
な
ら
飲
む
な
。

（
注
七
月
一
日
よ
り
交
通
違
反

の
罰
金
が
最
高
二
十
万
円
と
な

り
一
っ
ば
い
の
酒
が
二
十
万
円

の
罰
金
に
な
り
う
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
）

111111111111111111111111111111111111111111111111,1111~~!11 
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酒
は
涙
か

口
無
免
許
運
転
の
防
止

。
自
動
車
、
バ
イ
ク
の
鍵
は
必
ら
ず

抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
鍵
の
保
管
は
運
転
者
の
責
任
で

す。

。
自
動
車
の
ド
ア
は
必
ら
ず
錠
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

※
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
運

転
者
は
車
を
離
れ
る
時
は
必
ら

ず
ド
ア
の
錠
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

。
小
、
中
学
生
及
び
高
校
生
の
無
免

夏
は
と
か
く
バ
テ
気
味
と

な
り
ま
す
)

健
康
注
意
し
ま
し
よ
う
。

た
め
息
か

0

家
庭
に
お
け
る
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
を
指
導
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

。
子
供
の
路
上
遊
ぎ
、
幼
児
の
ひ
と

り
歩
き
、
危
険
な
場
所
で
の
遊
び

は
防
止
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
夏
休
み
中
で
あ
り
ま
す
の
で
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

口
子
供
や
老
人
の

交
通
事
故
防
止

許
運
転
は
保
護
者
の
責
任
で
す
。

鍵
の
保
管
を
完
全
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

飲酒運転 やめよう/やめさせよう／




